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国際ロータリー第2670地区（四国）は、ロータリー財団のグローバル補助金を用いた奨学生候補の募集を次の要項に従って行います。熟読の上、有資格者は奮ってご応募（申請）してください。
１　目的
国際ロータリーのロータリー財団グローバル補助金奨学生の主要な目的は、ロータリー財団が設けた以下の6つの重点分野に該当する分野において、国際理解と世界平和促進を基本的理念とし、海外の大学院での1学年度以上の修学にグローバル補助金（国際財団活動資金ＷＦと地区財団活動資金ＤＤＦ）から米貨30,000ドルを奨学金として金銭的支援を行い、有為な人材に勉学の機会と国際親善使節の役割を付与することです。
1) 平和構築と紛争予防
2) 疾病予防と治療
3) 水と衛生
4) 母子の健康
5) 基本的教育と識字率向上
6)地域社会の経済発展
２　奨学金の種類
海外の大学院において（海外より当地区の大学院に入学を許可された者を含む）6つの重点分野に該当する専攻課程での修学に、米貨30,000ドルの奨学金を提供します。
３　申請資格
①教育課程：大学卒業以上
②職　　　　歴：不問
③６つの重点分野（上掲、『目的』の項参照のこと）に該当する専攻課程に既に合格していること。
④募集人数：若干名
＜申請ロータリークラブ＞
①ロータリー財団の「地区補助金とグローバル補助金 授与と受諾の条件(2019年9月)」に従うこと。（注1）
②地区主催の補助金管理セミナーに出席し、ＭＯＵの同意と署名をすること。（注2）（注3）
③前年度の年次基金に積極的に寄付していること。
④ルールに則った財団補助金プロジェクトのクロージングが出来ていること。
⑤グローバル補助金と奨学金の同時申請はできません。
（注1）：ロータリー財団の「地区補助金とグローバル補助金 授与と受諾の条件(2019年9月)」は
当地区のホームページにアップされていますのでご参照ください。
（注2）：補助金管理セミナーは、クラブがロータリー財団補助金プログラムに申請する為には必ず参加する事
が求められます。当地区においては毎年11月-12月に開催される予定です。要参加者は会長エレクト・次期クラブ幹事・次期クラブ財団委員長またはそれに準ずる役職の方となります。

（注3）：ＭＯＵとは、覚書 (Memorandum of Understanding) のことです。補助金制度に参加するため
に守らなければならない条件の銀行口座、書類の保管、財務管理などが詳細にわたって説明されている
文書で、覚書に記載されている条件を承諾し同意することにより地区・クラブは参加資格を得て、補助
金を申請できるようになります。

※グローバル補助金奨学生の場合、ロータリー財団で重点分野に研究およびキャリアプランが関係しているかどうかの判断をします。また受け入れ地区を派遣側地区・クラブで探さなければなりませんので、受け入れ側の都合で留学時期や派遣ができないという可能性もあり、当地区の推薦決定の段階で確定とはなりませんのでご注意ください。
※グローバル補助金はＷＦからの補助金を必須とし、地区財団からの補助金ＤＤＦ(地区活動資金)やクラブの現金等の組合せで構成されています。グローバル補助金の申請は米国のロータリー財団がオンラインで直接審査します。申請が通過すれば当地区財団からも補助金ＤＤＦの申請が正式に決定されます。
４　申請条件
①グローバル補助金奨学生の申請は留学先の国にロータリークラブがあることが条件であり、かつ上記申請資格をみたすこと。
②優秀な学業成績を持つとともに、国際親善使節としての素質を持っていること。
③指導力、独創力に富み、順応性、思慮分別を持ち、目的に対し誠実であること。
④留学国の言語に熟達し、講義を理解し、講演し、所定の報告書を作成して12ヶ月ごとに提出すること。
⑤留学国の国情、国民性に関心と理解をもち、自国の歴史、地理、文化、時事問題に通暁していること。
⑥厳しい海外留学に心身ともに耐え得ること。　
⑦学業成績不良、不良行為の立証、報告の不提出、地区ロータリー財団の承諾を得ずに学業過程の変更、中途退学、就学地域の語学に対する知識の不足、国際親善使節としての任務の不行使、その他奨学金の条件を充たせなくなるような事態が生じた場合には奨学金が打ち切られる場合がある。
⑧次のいずれかに該当すること。
1)申請時に国際ロータリー第2670地区内に居住または本籍があること。
2)申請時に国際ロータリー第2670地区内に所在する大学、大学院に在学するかあるいは職場に勤務していること。
3)申請時に国際ロータリー第2670地区内に所在する大学院に海外から入学を許可された者。
５　申請の資格なき者
①ロータリークラブ会員またはその実子、継子、孫、兄弟姉妹、配偶者およびその他扶養者。
②申請時に入学先が決定していない者。
③当人または①に該当するものに受験資格を与える目的のためにロータリークラブを退会したものがある場合は、そのことによって資格は生じない。

６　申請方法
＜申請者＞　　　　　　　　　　
申請希望の場合は、下記お問い合わせ先にメールにてご連絡ください。
まずは事前審査を受けていただいた後、グローバル補助金奨学生に該当する場合は、推薦いただくロータリークラブ宛に地区受付書他必要書類を添付して提出してください。
＜申請ロータリークラブ＞
応募者より送信されたデータに必要事項を入力し、地区ロータリー財団事務所まで必要書類を郵送してください。
７　試験期日及び方法
1次選考
書類提出先の各ロータリークラブによる書類審査と面接試験
最終選考
地区ガバナー、ガバナーエレクト、ガバナーノミニー、地区ロータリー財団委員長、奨学金・学友委員長及び委員によるガイダンス並びに面接
※具体的な日時・場所については受験者に直接地区ロータリー財団事務所より連絡いたします。
８　提出書類
記入欄は、全てワープロ/PC で作成してください。その他の添付書類は全てA4サイズとし、画像形式はjpegに統一して下さい。（成績表・証明書等A4サイズ以外のものはオリジナルのほかにA4サイズに縮小、拡大したものを必ず添付してください）
　　①グローバル補助金奨学生地区申請書　
　②修学先大学院の無条件の入学許可を証明するもの
（ただし、第一志望の留学先の入学許可証が書類などの提出締切日までに手元に無い場合は、地区面接最終選考時までに提出すれば可とします。その場合、その旨理由書を他の書類とともに提出してください。）
③小論文
題名は「奨学金を申請する理由と私の将来展望」。日本語800字詰 原稿用紙3枚以内で収めること。
※申請書類は一切返却いたしません。

９　注意事項（奨学生の皆様）

①ロータリー財団本部の承認前に支払った費用については、奨学金の対象になりません。
②「地区補助金とグローバル補助金 授与と受諾の条件(2019年9月)」をご覧ください。
③地区の内定は申請の途中段階です。本格的な申請は下段条件が整い開始されます。
・希望する大学院への入学許可を得ることと受入地区のホストクラブを見つけること、この2つの条件を満たさないと、ロータリー財団本部の審査を受けることができません。特に留学生に人気の地域（ロンドン、パリ、ボストンなど）は世界中から留学生が集まりますので、ご留意ください。

・出国前に十分な時間を持って申請に臨んでください。（最低90日前）

④条件付き合格では入学許可とは見なされません。無条件合格でなければいけません。

１０　お問い合わせ・書類送付先
　国際ロータリー第2670地区ロータリー財団事務所
　 〒761-8014　香川県高松市香西南町404-1　ネッツトヨタ高松（株）内
　 TEL：087-873-2225／FAX：087-873-2211／E-mail：info@rid2670trf.org
国際ロータリー第2670地区


ロータリー財団 グローバル補助金奨学生 募集要項








